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主  論  文  の  要  旨  
Increased expression of thymic stromal lymphopoietin and its receptor  
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【要  旨】  
軟部好酸球肉芽腫症（木村病）は、全身に無痛性の腫瘤を形成する疾患であ
り、頭頸部に多くみられる。病変局所の顕著な好酸球浸潤と、血中好酸球およ
び IgE 高値など Th2 型炎症を特徴とするがその発症機序はいまだ不明である。  
近年、 thymic stromal lymphopoietin (TSLP)、 IL-25、 IL-33 は Th2 型炎症  
を誘導するサイトカインであることが明らかになっている。木村病の Th2 型炎
症誘導や病態形成に重要な役割を果たしている因子を同定するために次世代シ
ークエンサー  (Life Technologies 社 SOLiDT M4 システム ) を用いて木村病の耳
下腺部病変に発現が亢進している遺伝子を網羅的に解析した。その結果、多く
の Th2 サイトカインの遺伝子が亢進していた。TSLP、IL-25、IL-33 のうち TSLP
のみが発現亢進し、 TSLP 受容体  (TSLPR) の発現亢進もみられた。  
次に TSLP と TSLPR 蛋白を免疫組織化学的に検討すると、木村病の病変部に
おいて有意に多くの TSLP と TSLPR の陽性細胞を認めた。  
さらに蛍光 2 重染色にて TSLP と TSLPR の局在する細胞を同定したところ、
TSLP は主としてマクロファージに、 TSLPR は肥満細胞に主に局在していた。  
木村病における Th2 型炎症は、マクロファージの産生する TSLP が、TSLPR を  
介して肥満細胞を刺激し、誘導されている可能性が示唆された。  
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